エリク・エリクソン
パーソナリティの発達

社会･文化的要因を重視

１　青年期の発達課題　自我同一性（エゴアイデンティティ）の獲得
　「自分が何者であるか」｢過去の自分が何をしてきたか｣　現在の自分の自己確立
２　「モラトリアム」（猶予期間）　　大人としての責任や義務を猶予されている

３　中年期の発達課題　generativity（世代性）
　　　後輩や家族を育てる（子供や後輩に嫉妬しない）

４　老年期の発達課題

　　　死の準備　人生を肯定する

ライフスタイル論
1 乳児期（基本的信頼感　対　不信感）

2 幼児期（自立性　対　恥・疑惑）

3 児童期（自主性　対　不信感）

4 学童期（勤勉性　対　劣等感）

5 思春期・青年期（アイデンティティの確立　対　アイデンティティの拡散）

6 成人期（親密性　対　孤立）

7 壮年期（世代性　対　自己陶酔）

8 老年期（知恵　対　絶望）















